登米市で設置を予定している福祉避難所の現地調査の件
　三次集団避難場所として候補に挙がっている旧特養柳風園（登米市）について，福祉避難所としての設置を想定していることから，その適否について現地確認を行ったもの。

１　日　時　平成23年4月11日　10時10分から11時30分

２　場　所　旧特養柳風園（登米市）

３　対応者　（相手方）登米市保健福祉事務所長志賀　尚
　　　　　　　　　　　　同　総務課長

　　　　　　　　　　　社福法人青山会　特養柳風園　園長阿部修

　　　　　　（当　方）本間照雄

４　現地調査結果

（施設設備）

　・旧特養柳風園は大きく４ゾーンに分かれる。
・東棟（定員56人），西棟（定員40人），デイサービスセンター及び居宅
介護支援事業所の四つである。

・この内，デイサービスセンターと居宅介護支援事業所は現在も営業中。

　・東等（定員56人）は，建設年次も古く相当の改修が必要
　・西棟（定員40人）は，建設年次が新しく，多少の改修で利用可能である。
　・西棟は，介護設備として風呂，トイレ，ナースコール等，重介護を除く介

護機能を担える設備は整っている。
　・デイサービスセンター（定員30人）及び居宅介護支援事業所は現在運営中

で老人福祉施設としての問題ない。

　・デイサービスセンターの厨房は，多少の補強（冷蔵庫等の設置）をすれば最大70人程度の食事提供は可能。
（近隣の社会資源）

　・医療資源は，豊里病院津山診療所及び米谷病院がある。
　・介護機能としては，登米広域介護事業所がある。

（西棟の改修期間）

　・概ね１週間程度。
５　福祉避難所としての適否

（１）前提
　・特養入所に至らない程度の要介護ニーズを要する高齢者（概ね要介護３以
下）及び日常的にお世話をする同居家族を利用の対象とする。

　・福祉避難所を住居として，在宅系サービスを利用することで避難所生活を

継続する。
　・乳幼児や障害者を家族に持つ世帯

（２）適　否
　　・西棟（定員40人）個室14室，2人部屋1室及び4人部屋6室並び
　　　に入浴設備等を使い，福祉避難所として運営することは可能である。
（３）使用方法

　　（定員の考え方）

　　・個室（11㎡）は，2畳／人基準で，最大3人を定員とすることが出来る。

　　・4人部屋（33㎡）は，4人以上世帯を対象として使う。
　　・これからすると，2から3人世帯が15室，4人以上世帯が6室

　　・想定定員　21世帯60人

　　（利用対象者）

　　・要支援１から要介護3までの要援護高齢者を家族に持つ世帯
　　・乳幼児を家族に持つ世帯

　　・病弱者がおり通院を必要とする家族を持つ世帯

　　（社会資源の利用）
　　・日々の食事は併設のデイサービスセンター厨房の機能強化で対応する。

　　・廃用性症候群防止や自立支援の為に希望者にはデイを使ってもらう。
　　・医療ニーズのある方は，豊里病院津山診療所及び米谷病院を利用する。

　　・介護を必要とする方については，登米広域介護事業等が運営するホーム

ヘルプサービスを利用する。また，その際，南三陸町内の壊滅した介護

保険事業所介護職員の雇用を検討する。

６　その他

（１）新柳風園に既に避難中の方については，特養利用が必要な方とこれから
指定の必要がある旧柳風園でも利用可能な方とをトリアージする必要が
有る。要介護４以上及び認知症状の重い要援護高齢者は新柳風園で，そ
れ以外の特別の配慮を必要とする方は旧柳風園で訪問系在宅サービスを
使っての避難所生活を行うといった施設の役割分担を行う必要が有る。

（２）旧柳風園（定員56人）の使い方は，改修が必要であることから二次募集

の様子をみて判断しても遅くはないと思われる。
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